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浜

の家
庭料理をご紹介

北るもい漁協　　

逢坂　聡美さん

豆腐の甘えびとろみ煮

【作り方】
豆腐はキッチンペーパーに包み、１０分ほど水きりをして３ｃｍ
角に切る。
長ねぎは粗いみじん切りにする。
ブロッコリーは小房に分けてゆでる。
フライパンにサラダ油を熱し、甘えびを炒め、色が変わったらＡ
を加えて煮立て、アクを取り、長ねぎ、豆腐、ブロッコリーを加
えてひと煮する。
塩、こしょう、Ｂの水溶き片栗粉を加えてひと煮し、ごま油をか
ける。

❶

❷
❸
❹

❺

甘
え
び
の
プ
リ
プ
リ
感
が
美
味
し
い

今
回
は「
豆
腐
の
甘
え
び
と
ろ
み
煮
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。甘
え
び
の
殻
つ
き

が
手
に
入
る
よ
う
で
し
た
ら
、殻
を
む
い
て
む
き
身
に
し
て
か
ら
使
い
ま
す
。殻

か
ら
も
だ
し
が
出
ま
す
の
で
、汁
物
な
ど
に
ご
利
用
下
さ
い
。甘
え
び
の
プ
リ

プ
リ
感
が
美
味
し
い一
品
で
す
。

【材料】（4人分）
・甘えびのむき身・・・２５０ｇ
・絹ごし豆腐・・・２丁
・ブロッコリー・・・１/３個
・長ねぎ・・・１/２本
・水・・・１と１/２カップ
・鶏ガラスープの素・・・大さじ１
・片栗粉・・・大さじ１
・水・・・大さじ１

・塩・・・少々
・こしょう・・・少々
・サラダ油・・・大さじ１/２
・ごま油・・・大さじ１/２

甘えびで
つくる

○A

○B
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海海 夢夢ひとひと
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海海 夢夢ひとひと海 夢ひと

　私たち仙台水産は卸売業で、

宮城県民をはじめとした東北

全域に向けた生鮮魚介類の拠

点市場です。卸売業として地

場産業の復興、水産物の安定

供給の重責を担い日々奔走し

ています。

　前浜の魚を伝統的に食べる

ことが、地域の特色ある生活

習慣や健康維持に繋がってき

ました。これまでも宮城県の

地魚文化に根ざした消費促進

に努めており、産地と消費地

との融合と食を通じた地域貢

献、さらに工夫を凝らした魚

食普及を目指しています。

　千年に一度の震災被害を受

けた浜の皆さんに対し、当面

の問題を具体的に解決するた

め、それぞれの課題を丁寧に

受け止め、出来得る限りの支

援活動を続けてきました。ま

た震災後、15日間にわたり市

場を連続開場して供給を続け

ました。

　震災により宮城のカキ養殖

も甚大な被害を受け、浜でカ

キの出荷に手を掛けられない

ため、私たちが氷やクーラー

ボックスを積んだ保冷車を仕

立てて集荷し、当社の工場に

運んで選別、パッキングして

出荷しています。震災直後か

ら自ら再建し立ち上がった人

たちにとって、当面の資金繰

りになっています。この支援

は非常に有効で、次第に仙台

市場に地場のものが集まりだ

し、生産者、消費者双方を

コーディネートする中央卸売

市場を見直すきっかけとなり

ました。

　「喜びも悲しみもチャンス

も現場にある」早朝から現場

に出て自分の目、耳で確かめ

ます。私の現場とは、生産か

ら消費者までの一連の流れで

あり、生産者と消費者により

近づき、お互いの顔の見える

仕組みを取り入れ、新たな市

場流通を見出したいと考えて

います。

　北海道の浜の皆さんは一生

懸命で心優しい方達です。北

海道をはじめ全国の荷主さん

から支えられ復興に向かって

きました。「春は枝頭（しと

う）に在りて已に十分」の思

いで、地域という足元をしっ

かり見つめながら、これから

少しずつ皆さんにご恩返しを

していきたいと思っています。

地域の水産物
　安定供給の重責を担う

浜の販売支援を続け
　新たな市場の
　　　　可能性を見出す

「現場」がすべての基本です

島貫　文好さん㈱仙台水産代表取締役会長

市場の可能性で復興を支えたい

能取岬はもうじき春です
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　ぎ
ょ
れ
ん
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
「
中
期
的
事
業

推
進
方
向
」
を
掲
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
、
人
づ
く

り
物
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
企
業
の
社
会

的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
実
践
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
並
び
に
福
島

第
一
原
発
事
故
の
発
生
、
そ
し
て
歴
史
的
な
超
円
高

や
貿
易
自
由
化
問
題
の
急
加
速
等
、
状
況
が
一
変
し

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

は
、
道
産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
に
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
原
発
の
風
評
対
策
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
な

ど
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
の
北
海
道
の
漁
業
生
産
は
、
基
幹
魚
種
の
秋

鮭
・
ホ
タ
テ
・
昆
布
の
数
量
が
軒
並
み
前
年
を
下
回

り
、
秋
鮭
に
つ
い
て
は
地
域
間
で
漁
獲
の
格
差
が
広

が
り
ま
し
た
。
一
方
水
産
物
の
消
流
は
、
世
界
的
に

は
需
要
が
増
大
す
る
一
方
、
国
内
消
費
は
デ
フ
レ
・

不
況
等
の
影
響
に
よ
り
減
退
し
て
お
り
、
二
極
化
が

一
段
と
進
行
し
て
い
ま
す
。
海
外
輸
出
は
か
つ
て
な

い
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
国
内
需
給
対
策
と
し
て

の
海
外
輸
出
対
策
の
強
化
を
図
り
、
総
合
的
な
魚

価
・
流
通
安
定
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　今
年
か
ら
新
た
な
水
産
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
更
な
る
漁
業
経
営
の
安
定
に
向
け
て
、
本
道

の
漁
業
実
態
に
即
し
た
国
の
水
産
施
策
の
実
現
が
今

後
の
課
題
で
す
。
ま
た
原
油
価
格
は
上
昇
基
調
が
続

き
、
全
国
一
斉
休
漁
を
行
っ
た
平
成
20
年
当
時
の
水

準
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
国
に
対
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を
働
き

か
け
、
系
統
燃
油
の
価
格
安
定
化
対
策
や
、
良
質
廉

価
な
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
普
及
拡
大
に
よ
り
、
漁

業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　今
年
は
国
連
の
定
め
る
国
際
協
同
組
合
年
で
す
。

協
同
組
合
運
動
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
捉

え
、
連
帯
を
深
め
る
具
体
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
浜
と
ぎ
ょ

れ
ん
と
が
一
枚
岩
と
な
り
、
強
い
北
海
道
漁
業
の
確

立
に
向
け
、
各
事
業
の
推
進
に
全
力
を
傾
け
て
い
く

所
存
で
す
。

１
．
漁
政
対
策

　我
が
国
の
漁
業
を
め
ぐ
る
諸
課
題
が
山
積
す
る

中
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
水
産
業
の
復
興
構
想
、

貿
易
自
由
化
問
題
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
直
面
し
、

水
産
政
策
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
原
発
、
放
射
性
物
質
汚
染
問
題
に
つ
い
て
は

道
産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
か
ね
ず
、
引

き
続
き
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
貿

易
自
由
化
問
題
は
、
今
年
大
き
な
山
場
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
本
道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
、
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
強
い
本
道
漁
業
を
目
指
し
中

期
的
視
点
に
立
っ
た
漁
業
振
興
策
の
確
立
等
、
真
に

浜
の
実
状
に
即
し
た
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
系
統

の
総
力
を
上
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
原
発
災
害
対
策
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織
的
取

り
組
み

①
北
海
道
漁
協
組
合
長
会
議
と
の
連
携
に
よ
る
原
発

事
故
・
放
射
性
物
質
汚
染
の
諸
問
題
に
対
す
る
漁

協
系
統
組
織
と
し
て
の
的
確
な
対
応

②
海
洋
へ
の
汚
染
水
流
出
防
止
措
置
に
向
け
た
取
り

組
み

③
泊
原
発
を
は
じ
め
原
子
力
発
電
所
の
安
全
強
化
対

策
へ
の
取
り
組
み

④
放
射
性
物
質
検
査
体
制
強
化
に
よ
る
安
全
・
安
心

体
制
の
確
保
と
国
に
よ
る
被
害
補
償
措
置
に
向
け

た
取
り
組
み

⑤
海
洋
生
態
系
に
与
え
る
影
響
及
び
調
査
研
究
体
制

強
化
へ
の
働
き
か
け

（
２
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

①
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、Ｅ
Ｐ
Ａ
等
）
の
動
向

掌
握
と
本
道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織

的
対
応

ア
．
全
漁
連
等
と
の
連
携
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止

に
向
け
た
組
織
を
挙
げ
た
運
動
展
開

イ
． 

Ｅ
Ｐ
Ａ
、Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
の
主
要
水
産
物
の
適
用

除
外
へ
の
取
り
組
み

②
ロ
シ
ア
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
本
道
漁
業
へ
の
影

響
回
避
に
向
け
た
取
り
組
み

③
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
動
向
掌
握
と
的
確
な
対
応

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～前編～

ぎょれん  西副会長

大
震
災
に
よ
り
環
境
が

　
　
　
　
　
激
変
し
た
一
年
で
し
た

強
い
北
海
道
漁
業
の

　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
全
力
を
傾
注

　平成24年度の始めにあたり、ぎょれん西
副会長に、平成24年度ぎょれんの事業計画
について伺いました。4月・5月号の2回にわた
ってご紹介します。

平成２４年度ぎょれん事業計画
                           ～前編～

全道漁獲金額の推移

北海道水産現勢より（平成23年は速報値）
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原
発
事
故
の
発
生
、
そ
し
て
歴
史
的
な
超
円
高

や
貿
易
自
由
化
問
題
の
急
加
速
等
、
状
況
が
一
変
し

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

は
、
道
産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
に
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
原
発
の
風
評
対
策
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
な

ど
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
の
北
海
道
の
漁
業
生
産
は
、
基
幹
魚
種
の
秋

鮭
・
ホ
タ
テ
・
昆
布
の
数
量
が
軒
並
み
前
年
を
下
回

り
、
秋
鮭
に
つ
い
て
は
地
域
間
で
漁
獲
の
格
差
が
広

が
り
ま
し
た
。
一
方
水
産
物
の
消
流
は
、
世
界
的
に

は
需
要
が
増
大
す
る
一
方
、
国
内
消
費
は
デ
フ
レ
・

不
況
等
の
影
響
に
よ
り
減
退
し
て
お
り
、
二
極
化
が

一
段
と
進
行
し
て
い
ま
す
。
海
外
輸
出
は
か
つ
て
な

い
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
国
内
需
給
対
策
と
し
て

の
海
外
輸
出
対
策
の
強
化
を
図
り
、
総
合
的
な
魚

価
・
流
通
安
定
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　今
年
か
ら
新
た
な
水
産
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
更
な
る
漁
業
経
営
の
安
定
に
向
け
て
、
本
道

の
漁
業
実
態
に
即
し
た
国
の
水
産
施
策
の
実
現
が
今

後
の
課
題
で
す
。
ま
た
原
油
価
格
は
上
昇
基
調
が
続

き
、
全
国
一
斉
休
漁
を
行
っ
た
平
成
20
年
当
時
の
水

準
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
国
に
対
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を
働
き

か
け
、
系
統
燃
油
の
価
格
安
定
化
対
策
や
、
良
質
廉

価
な
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
普
及
拡
大
に
よ
り
、
漁

業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　今
年
は
国
連
の
定
め
る
国
際
協
同
組
合
年
で
す
。

協
同
組
合
運
動
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
捉

え
、
連
帯
を
深
め
る
具
体
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
浜
と
ぎ
ょ

れ
ん
と
が
一
枚
岩
と
な
り
、
強
い
北
海
道
漁
業
の
確

立
に
向
け
、
各
事
業
の
推
進
に
全
力
を
傾
け
て
い
く

所
存
で
す
。

１
．
漁
政
対
策

　我
が
国
の
漁
業
を
め
ぐ
る
諸
課
題
が
山
積
す
る

中
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
水
産
業
の
復
興
構
想
、

貿
易
自
由
化
問
題
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
直
面
し
、

水
産
政
策
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
原
発
、
放
射
性
物
質
汚
染
問
題
に
つ
い
て
は

道
産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
か
ね
ず
、
引

き
続
き
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
貿

易
自
由
化
問
題
は
、
今
年
大
き
な
山
場
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
本
道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
、
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
強
い
本
道
漁
業
を
目
指
し
中

期
的
視
点
に
立
っ
た
漁
業
振
興
策
の
確
立
等
、
真
に

浜
の
実
状
に
即
し
た
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
系
統

の
総
力
を
上
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
原
発
災
害
対
策
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織
的
取

り
組
み

①
北
海
道
漁
協
組
合
長
会
議
と
の
連
携
に
よ
る
原
発

事
故
・
放
射
性
物
質
汚
染
の
諸
問
題
に
対
す
る
漁

協
系
統
組
織
と
し
て
の
的
確
な
対
応

②
海
洋
へ
の
汚
染
水
流
出
防
止
措
置
に
向
け
た
取
り

組
み

③
泊
原
発
を
は
じ
め
原
子
力
発
電
所
の
安
全
強
化
対

策
へ
の
取
り
組
み

④
放
射
性
物
質
検
査
体
制
強
化
に
よ
る
安
全
・
安
心

体
制
の
確
保
と
国
に
よ
る
被
害
補
償
措
置
に
向
け

た
取
り
組
み

⑤
海
洋
生
態
系
に
与
え
る
影
響
及
び
調
査
研
究
体
制

強
化
へ
の
働
き
か
け

（
２
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

①
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、Ｅ
Ｐ
Ａ
等
）
の
動
向

掌
握
と
本
道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織

的
対
応

ア
．
全
漁
連
等
と
の
連
携
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止

に
向
け
た
組
織
を
挙
げ
た
運
動
展
開

イ
． 

Ｅ
Ｐ
Ａ
、Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
の
主
要
水
産
物
の
適
用

除
外
へ
の
取
り
組
み

②
ロ
シ
ア
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
本
道
漁
業
へ
の
影

響
回
避
に
向
け
た
取
り
組
み

③
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
動
向
掌
握
と
的
確
な
対
応
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（
３
）
漁
業
経
営
安
定
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

①
総
合
的
な
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
資
源
管
理
・
漁
業
所
得
補
償
対
策
の
恒
久
化
と

収
入
安
定
対
策
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

イ
．
漁
業
コ
ス
ト
安
定
に
向
け
た
燃
油
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
拡
充
並
び
に
、
燃
油
税
制

の
免
税
措
置
恒
久
化
へ
の
取
り
組
み

②
水
産
資
源
増
大
の
た
め
の
種
苗
生
産
・
放
流
事
業

等
の
生
産
振
興
施
策
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

③
省
エ
ネ
・
漁
業
構
造
改
革
推
進
の
た
め
の
経
営
体

質
強
化
へ
の
取
り
組
み

④
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等

海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト
デ
等
）
に
よ

る
漁
業
被
害
軽
減
対
策
の
拡
充
強
化
並
び
に
有
害

生
物
被
害
対
策
事
業
の
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み

（
４
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み

①
国
の
水
産
物
安
定
供
給
推
進
事
業
の
再
構
築
に
よ
る

需
給
調
整
施
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

②
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
６
次
産
業
化
関
連
施

策
の
実
現
に
向
け
た
産
地
流
通
・
加
工
施
設
の
整

備
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

③
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向
け
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
施
設

整
備
の
支
援
並
び
に
輸
出
手
続
き
の
簡
素
化
等
、

輸
出
環
境
整
備
施
策
の
拡
充
強
化

④
若
年
齢
層
を
主
体
と
し
た
魚
食
機
会
の
拡
充
に
向

け
た
食
育
支
援
制
度
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

（
５
）
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
資
源
に
見
合
っ
た

操
業
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

①
資
源
の
回
復
・
増
大
に
向
け
た
実
効
あ
る
支
援
制

度
の
実
現
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
運
用
の
見
直
し
等
の
資

源
管
理
強
化
へ
の
取
り
組
み

②
四
者
協
議
（
国
・
道
・
沿
岸
・
沖
底
）
及
び
沿
岸
・

沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業
者
実
践
協

議
会
等
の
開
催
に
よ
る
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体

制
の
確
立
の
た
め
の
協
議
促
進

③
資
源
と
経
営
に
見
合
う
生
産
構
造
体
制
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み

④
資
源
管
理
協
定
に
よ
る
資
源
回
復
・
管
理
施
策
へ

の
継
続
取
り
組
み

⑤
密
漁
防
止
・
遊
漁
対
策
の
強
化

（
６
）
環
境
生
態
系
保
全
活
動
の
拡
充
（
水
産
業
・
漁

村
の
多
面
的
機
能
の
増
進
）

①
本
道
周
辺
海
域
の
資
源
生
産
力
の
向
上
に
向
け
た

藻
場
・
干
潟
・
森
林
の
造
成
及
び
維
持
管
理
支
援

施
策
の
拡
充
強
化

②
環
境
生
態
系
保
全
活
動
・
離
島
漁
業
再
生
交
付
金

事
業
の
拡
充
に
よ
る
漁
村
集
落
等
の
地
域
活
動
に

対
す
る
「
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
（
仮
称
）」

制
度
の
創
設

（
７
）
激
甚
災
害
法
の
指
定
基
準
改
正
等
、
災
害
対
策

支
援
施
策
強
化
へ
の
取
り
組
み

①
激
甚
災
害
法
の
適
用
基
準
の
緩
和
・
対
象
範
囲
の

拡
大
等
の
整
備
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　

②
流
木
等
、
海
洋
漂
流
物
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

２
．
漁
場
環
境
保
全
対
策

　本
道
周
辺
海
域
の
漁
場
環
境
、
河
川
環
境
の
更
な

る
保
全
を
目
指
し
て
、
森
・
川
・
海
の
繋
が
り
を
重

視
し
た
「
魚
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
し
、
近
隣
国
由
来
に
よ
る
海
洋
汚
染

の
防
止
を
含
め
た
海
洋
環
境
保
全
対
策
に
取
り
組

み
、
豊
か
な
漁
場
環
境
の
維
持
に
向
け
た
広
範
な
情

報
収
集
と
対
策
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
漁
業
被

害
が
増
大
し
て
い
る
有
害
生
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
有
害
生
物
（
ト
ド
、
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ
イ

等
海
獣
類
、
ク
ラ
ゲ
類
・
ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト

デ
等
）
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
の
推
進

①
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
し
た
各
種
有
害
生
物
に

よ
る
被
害
実
態
の
把
握
と
追
払
い
・
駆
除
活
動
・

被
害
対
策
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
の
推
進

②
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
を
活
用

し
た
被
害
対
策
の
充
実
強
化

（
２
）
河
川
・
海
洋
汚
染
防
止
に
向
け
た
環
境
保
全
対

策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
排
水
関
連
】

①
水
質
調
査
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
た
、
河
川
・
農
業
・

道
路
・
営
林
等
の
各
種
工
事
実
施
に
伴
う
泥
土
砂
・

濁
水
流
出
防
止
対
策
と
関
係
機
関
と
の
協
議
の
推
進

②
工
場
・
事
業
場
等
に
よ
る
水
質
汚
染
等
を
防
止
す
る

た
め
の
環
境
保
全
対
策
と
環
境
啓
発
活
動
の
推
進

【
酪
農
系
・
農
業
系
排
水
関
連
】

　農
業
関
係
団
体
等
と
の
全
道
レ
ベ
ル
で
の
対
策
協

議
の
継
続
と
道
内
各
地
区
で
の
農
協
・
農
業
関
係
団

体
と
漁
協
等
と
の
協
議
促
進

【
廃
棄
物
関
係
】

①
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
さ
の
適
正
処
理
対
策
の
検
討

②
漂
流
・
漂
着
物
対
策
と
し
て
の
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
（
※
）
の
検
討

（
３
）
海
洋
環
境
保
全
対
策
に
向
け
た
情
報
の
収
集
と

対
策
の
推
進

①
国
内
外
の
サ
ハ
リ
ン
原
油
開
発
業
者
等
と
の
定
期

協
議
を
通
じ
た
油
流
失
事
故
未
然
防
止
対
策
の
継

続
推
進

②
本
道
周
辺
沿
岸
海
域
に
お
け
る
油
流
失
事
故
発
生

時
の
防
除
体
制
整
備
と
訓
練
の
実
施

③
本
道
周
辺
の
資
源
豊
か
な
海
洋
環
境
保
全
を
目
指

し
た
環
境
情
報
収
集
な
ら
び
に
海
洋
環
境
の
変
動

や
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
汚
染
動
向
把
握
な
ど
の
各

種
情
報
収
集
と
関
係
機
関
へ
の
支
援
要
請

（
４
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森
林
環

境
保
全
対
策
の
推
進

①
豊
か
な
漁
場
環
境
を
守
る
た
め
の
「
漁
民
の
森
づ

く
り
」
に
よ
る
植
樹
・
保
育
活
動
の
推
進

②
植
樹
の
意
義
を
啓
発
す
る
道
内
・
道
外
に
向
け
た

普
及
活
動

③
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
の
連
携
に
よ
る
植
樹
・
保
育

活
動
の
継
続
推
進
と
「
食
の
環
境
を
守
る
協
働
の

森
林
づ
く
り
促
進
事
業
」
の
事
業
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み

（
※
）地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
と
は

　国
全
体
と
し
て
重
要
な
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
各

地
域
で
実
施
さ
れ
る
環
境
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、国
の
補
助

金
に
よ
り
積
み
増
し
さ
れ
た
地
域
環
境
保
全
基
金
。地
球
温
暖

化
対
策
関
係
事
業
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
関
係
事
業
、Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
処
理
計
画
関
係
事
業
、漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
地
域
対
策

推
進
事
業
等
を
対
象
事
業
と
し
て
い
る
。

３
．
指
導
・
教
育
事
業

　国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
と
し
て
、
協
同
組
合
意

識
の
高
揚
に
よ
る
組
織
活
動
の
強
化
と
強
い
漁
協
づ

く
り
を
目
指
し
、
漁
協
の
人
材
育
成
と
啓
発
活
動
の

取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
現
下
の
厳
し
い

漁
業
経
営
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に
、
漁
協
の
業
務

運
営
適
正
化
と
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
重
点
的
実
施

　経
営
健
全
化
に
向
け
て
、改
善
取
り
組
み
を
行
う
漁

協
に
対
し
て
、漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ
た
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
指
導
・
支
援
の
継
続
強
化

（
２
）
漁
協
の
業
務
運
営
適
正
化
に
向
け
た
監
査
の
充
実

①「
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
・
漁
協
監
査
部
」へ
の
移
行
に
合
わ

せ
た
各
連
と
の
連
携
に
よ
る
監
査
体
制
の
整
備
・
強
化

②
内
部
け
ん
制
の
体
制
・
整
備
状
況
な
ら
び
に
有
効

性
に
重
点
を
置
い
た
指
導
監
査
の
実
施
並
び
に
改

善
指
導
の
充
実
強
化

（
３
）
２
０
１
２
年
国
際
協
同
組
合
年
に
あ
わ
せ
た
協

同
組
合
啓
発
活
動
の
推
進

①
全
道
組
合
長
会
議
50
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
漁

協
活
動
へ
の
支
援

②
協
同
組
合
運
動
啓
発
の
た
め
の
普
及
資
料
の
整
備

と
情
報
提
供
の
強
化

③
漁
協
の
人
材
育
成
に
向
け
た
研
修
活
動
へ
の
支
援

④
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
一
環
と
し
て
の
協

同
組
合
運
動
に
か
か
る
教
育
研
修
支
援

⑤
第
９
次
組
合
員
意
識
調
査
と
道
漁
青
連
50
周
年
に

呼
応
し
た
青
年
部
意
識
調
査
の
実
施

（
４
）
研
修
活
動
の
充
実

①
漁
協
役
職
員
研
修
の
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
と
内

容
充
実

②
３
ヶ
年
研
修
計
画
（
Ｈ
22
〜
Ｈ
24
）
に
基
づ
く
職

員
研
修
の
内
容
充
実

ア
．
全
道
階
層
別
研
修
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
協
同
組

合
運
動
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
）

イ
．
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
職
種
別
実
務
研
修
（
税
務
・

法
務
等
実
務
項
目
）

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～前編～

TPPから日本の食と暮らし、いのちを守る国民集会
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漁民の森づくりは今年で15回目を迎えます
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（
３
）
漁
業
経
営
安
定
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

①
総
合
的
な
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
資
源
管
理
・
漁
業
所
得
補
償
対
策
の
恒
久
化
と

収
入
安
定
対
策
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

イ
．
漁
業
コ
ス
ト
安
定
に
向
け
た
燃
油
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
拡
充
並
び
に
、
燃
油
税
制

の
免
税
措
置
恒
久
化
へ
の
取
り
組
み

②
水
産
資
源
増
大
の
た
め
の
種
苗
生
産
・
放
流
事
業

等
の
生
産
振
興
施
策
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

③
省
エ
ネ
・
漁
業
構
造
改
革
推
進
の
た
め
の
経
営
体

質
強
化
へ
の
取
り
組
み

④
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等

海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト
デ
等
）
に
よ

る
漁
業
被
害
軽
減
対
策
の
拡
充
強
化
並
び
に
有
害

生
物
被
害
対
策
事
業
の
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み

（
４
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み

①
国
の
水
産
物
安
定
供
給
推
進
事
業
の
再
構
築
に
よ
る

需
給
調
整
施
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

②
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
６
次
産
業
化
関
連
施

策
の
実
現
に
向
け
た
産
地
流
通
・
加
工
施
設
の
整

備
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

③
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向
け
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
施
設

整
備
の
支
援
並
び
に
輸
出
手
続
き
の
簡
素
化
等
、

輸
出
環
境
整
備
施
策
の
拡
充
強
化

④
若
年
齢
層
を
主
体
と
し
た
魚
食
機
会
の
拡
充
に
向

け
た
食
育
支
援
制
度
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

（
５
）
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
資
源
に
見
合
っ
た

操
業
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

①
資
源
の
回
復
・
増
大
に
向
け
た
実
効
あ
る
支
援
制

度
の
実
現
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
運
用
の
見
直
し
等
の
資

源
管
理
強
化
へ
の
取
り
組
み

②
四
者
協
議
（
国
・
道
・
沿
岸
・
沖
底
）
及
び
沿
岸
・

沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業
者
実
践
協

議
会
等
の
開
催
に
よ
る
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体

制
の
確
立
の
た
め
の
協
議
促
進

③
資
源
と
経
営
に
見
合
う
生
産
構
造
体
制
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み

④
資
源
管
理
協
定
に
よ
る
資
源
回
復
・
管
理
施
策
へ

の
継
続
取
り
組
み

⑤
密
漁
防
止
・
遊
漁
対
策
の
強
化

（
６
）
環
境
生
態
系
保
全
活
動
の
拡
充
（
水
産
業
・
漁

村
の
多
面
的
機
能
の
増
進
）

①
本
道
周
辺
海
域
の
資
源
生
産
力
の
向
上
に
向
け
た

藻
場
・
干
潟
・
森
林
の
造
成
及
び
維
持
管
理
支
援

施
策
の
拡
充
強
化

②
環
境
生
態
系
保
全
活
動
・
離
島
漁
業
再
生
交
付
金

事
業
の
拡
充
に
よ
る
漁
村
集
落
等
の
地
域
活
動
に

対
す
る
「
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
（
仮
称
）」

制
度
の
創
設

（
７
）
激
甚
災
害
法
の
指
定
基
準
改
正
等
、
災
害
対
策

支
援
施
策
強
化
へ
の
取
り
組
み

①
激
甚
災
害
法
の
適
用
基
準
の
緩
和
・
対
象
範
囲
の

拡
大
等
の
整
備
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　

②
流
木
等
、
海
洋
漂
流
物
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

２
．
漁
場
環
境
保
全
対
策

　本
道
周
辺
海
域
の
漁
場
環
境
、
河
川
環
境
の
更
な

る
保
全
を
目
指
し
て
、
森
・
川
・
海
の
繋
が
り
を
重

視
し
た
「
魚
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
し
、
近
隣
国
由
来
に
よ
る
海
洋
汚
染

の
防
止
を
含
め
た
海
洋
環
境
保
全
対
策
に
取
り
組

み
、
豊
か
な
漁
場
環
境
の
維
持
に
向
け
た
広
範
な
情

報
収
集
と
対
策
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
漁
業
被

害
が
増
大
し
て
い
る
有
害
生
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
有
害
生
物
（
ト
ド
、
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ
イ

等
海
獣
類
、
ク
ラ
ゲ
類
・
ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト

デ
等
）
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
の
推
進

①
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
し
た
各
種
有
害
生
物
に

よ
る
被
害
実
態
の
把
握
と
追
払
い
・
駆
除
活
動
・

被
害
対
策
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
の
推
進

②
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
を
活
用

し
た
被
害
対
策
の
充
実
強
化

（
２
）
河
川
・
海
洋
汚
染
防
止
に
向
け
た
環
境
保
全
対

策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
排
水
関
連
】

①
水
質
調
査
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
た
、
河
川
・
農
業
・

道
路
・
営
林
等
の
各
種
工
事
実
施
に
伴
う
泥
土
砂
・

濁
水
流
出
防
止
対
策
と
関
係
機
関
と
の
協
議
の
推
進

②
工
場
・
事
業
場
等
に
よ
る
水
質
汚
染
等
を
防
止
す
る

た
め
の
環
境
保
全
対
策
と
環
境
啓
発
活
動
の
推
進

【
酪
農
系
・
農
業
系
排
水
関
連
】

　農
業
関
係
団
体
等
と
の
全
道
レ
ベ
ル
で
の
対
策
協

議
の
継
続
と
道
内
各
地
区
で
の
農
協
・
農
業
関
係
団

体
と
漁
協
等
と
の
協
議
促
進

【
廃
棄
物
関
係
】

①
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
さ
の
適
正
処
理
対
策
の
検
討

②
漂
流
・
漂
着
物
対
策
と
し
て
の
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
（
※
）
の
検
討

（
３
）
海
洋
環
境
保
全
対
策
に
向
け
た
情
報
の
収
集
と

対
策
の
推
進

①
国
内
外
の
サ
ハ
リ
ン
原
油
開
発
業
者
等
と
の
定
期

協
議
を
通
じ
た
油
流
失
事
故
未
然
防
止
対
策
の
継

続
推
進

②
本
道
周
辺
沿
岸
海
域
に
お
け
る
油
流
失
事
故
発
生

時
の
防
除
体
制
整
備
と
訓
練
の
実
施

③
本
道
周
辺
の
資
源
豊
か
な
海
洋
環
境
保
全
を
目
指

し
た
環
境
情
報
収
集
な
ら
び
に
海
洋
環
境
の
変
動

や
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
汚
染
動
向
把
握
な
ど
の
各

種
情
報
収
集
と
関
係
機
関
へ
の
支
援
要
請

（
４
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森
林
環

境
保
全
対
策
の
推
進

①
豊
か
な
漁
場
環
境
を
守
る
た
め
の
「
漁
民
の
森
づ

く
り
」
に
よ
る
植
樹
・
保
育
活
動
の
推
進

②
植
樹
の
意
義
を
啓
発
す
る
道
内
・
道
外
に
向
け
た

普
及
活
動

③
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
の
連
携
に
よ
る
植
樹
・
保
育

活
動
の
継
続
推
進
と
「
食
の
環
境
を
守
る
協
働
の

森
林
づ
く
り
促
進
事
業
」
の
事
業
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み

（
※
）地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
と
は

　国
全
体
と
し
て
重
要
な
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
各

地
域
で
実
施
さ
れ
る
環
境
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、国
の
補
助

金
に
よ
り
積
み
増
し
さ
れ
た
地
域
環
境
保
全
基
金
。地
球
温
暖

化
対
策
関
係
事
業
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
関
係
事
業
、Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
処
理
計
画
関
係
事
業
、漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
地
域
対
策

推
進
事
業
等
を
対
象
事
業
と
し
て
い
る
。

３
．
指
導
・
教
育
事
業

　国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
と
し
て
、
協
同
組
合
意

識
の
高
揚
に
よ
る
組
織
活
動
の
強
化
と
強
い
漁
協
づ

く
り
を
目
指
し
、
漁
協
の
人
材
育
成
と
啓
発
活
動
の

取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
現
下
の
厳
し
い

漁
業
経
営
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に
、
漁
協
の
業
務

運
営
適
正
化
と
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
重
点
的
実
施

　経
営
健
全
化
に
向
け
て
、改
善
取
り
組
み
を
行
う
漁

協
に
対
し
て
、漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ
た
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
指
導
・
支
援
の
継
続
強
化

（
２
）
漁
協
の
業
務
運
営
適
正
化
に
向
け
た
監
査
の
充
実

①「
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
・
漁
協
監
査
部
」へ
の
移
行
に
合
わ

せ
た
各
連
と
の
連
携
に
よ
る
監
査
体
制
の
整
備
・
強
化

②
内
部
け
ん
制
の
体
制
・
整
備
状
況
な
ら
び
に
有
効

性
に
重
点
を
置
い
た
指
導
監
査
の
実
施
並
び
に
改

善
指
導
の
充
実
強
化

（
３
）
２
０
１
２
年
国
際
協
同
組
合
年
に
あ
わ
せ
た
協

同
組
合
啓
発
活
動
の
推
進

①
全
道
組
合
長
会
議
50
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
漁

協
活
動
へ
の
支
援

②
協
同
組
合
運
動
啓
発
の
た
め
の
普
及
資
料
の
整
備

と
情
報
提
供
の
強
化

③
漁
協
の
人
材
育
成
に
向
け
た
研
修
活
動
へ
の
支
援

④
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
一
環
と
し
て
の
協

同
組
合
運
動
に
か
か
る
教
育
研
修
支
援

⑤
第
９
次
組
合
員
意
識
調
査
と
道
漁
青
連
50
周
年
に

呼
応
し
た
青
年
部
意
識
調
査
の
実
施

（
４
）
研
修
活
動
の
充
実

①
漁
協
役
職
員
研
修
の
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
と
内

容
充
実

②
３
ヶ
年
研
修
計
画
（
Ｈ
22
〜
Ｈ
24
）
に
基
づ
く
職

員
研
修
の
内
容
充
実

ア
．
全
道
階
層
別
研
修
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
協
同
組

合
運
動
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
）

イ
．
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
職
種
別
実
務
研
修
（
税
務
・

法
務
等
実
務
項
目
）

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～前編～

TPPから日本の食と暮らし、いのちを守る国民集会
（昨年11月 　東京両国国技館）

漁民の森づくりは今年で15回目を迎えます
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（
５
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
産
地
支
店
に
お
け
る
相
談
窓
口
機
能
の
段
階
的
強
化

②
指
導
部
門
情
報
の
充
実
に
よ
る
情
報
提
供
機
能
の
強
化

　近
年
、世
界
的
な
水
産
物
需
要
が
増
大
す
る
一
方
で

デ
フ
レ
・
不
況
等
に
よ
り
国
内
消
費
が
減
退
す
る
消

費
の
２
極
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
歴
史
的
円
高
に
加
え
、
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
性
物
質
汚
染
問
題
が
惹
起
し
、輸
出
環
境
が
一
変
し

ま
し
た
。こ
の
た
め
昨
年
は
、
こ
の
対
応
を
最
優
先
課

題
と
し
、
国
内
消
費
の
安
定
確
保
と
対
策
的
輸
出
、
道

産
水
産
物
の
魚
価
・
流
通
安
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。今
年
度
は
、歴
史
的
円
高
に
よ
る
輸
出
の
停
滞
、

魚
種
に
よ
っ
て
は
輸
入
水
産
物
と
の
競
合
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
風
評
被
害
を
払
拭
し
な
が
ら
、
環
境

の
変
化
に
対
応
し
た
国
内
需
要
の
確
保
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
輸
出
対
策
を
併
用
し
総
合
的
な
魚
価
・
流

通
安
定
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
市
場
・
鮮
魚
事
業

　産
地
仲
買
人
並
び
に
消
費
地
荷
受
の
買
付
け
機
能

の
低
下
に
加
え
、
デ
フ
レ
に
よ
る
需
要
低
迷
、
低
価

格
競
争
の
激
化
か
ら
、
更
な
る
魚
価
対
策
と
し
て
の

処
理
・
流
通
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
浜
と
一
体
と
な
っ
た
中
期
的
な
付

加
価
値
鮮
魚
の
取
り
組
み
を
拡
充
し
、
取
り
組
み
漁

協
の
伸
長
を
図
る
と
と
も
に
、
産
地
支
店
・
漁
協
系

統
工
場
・
提
携
工
場
等
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
国
内
の
み
な
ら
ず
輸
出
を
併

用
し
た
中
で
大
量
水
揚
げ
時
に
お
け
る
総
合
的
な
処

理
・
流
通
対
策
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
漁
協
系
統
販
売
事
業
の
根
幹
で
あ
る
市
場
全
利

用
共
販
の
推
進

（
２
）
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
の
拡
充

①
系
統
鮮
魚
取
扱
の
推
進

ア
．
取
り
組
み
漁
協
の
拡
充
強
化
と
地
域
・
魚
種
の

ブ
ラ
ン
ド
化
支
援

イ
．
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
加
工
機
器
導
入
に
よ

る
付
加
価
値
鮮
魚
（
３
枚
卸
等
）
の
取
り
組
み
強

化
と
新
商
品
の
開
発
促
進

②
大
量
水
揚
げ
時
に
お
け
る
魚
価
対
策
の
推
進

ア
．
漁
協
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
対
策
対
象
魚
種
の

全
道
規
模
へ
の
拡
大

イ
．
新
た
な
商
品
開
発
と
国
内
販
路
の
定
着
化

ウ
．
輸
出
の
推
進
に
よ
る
海
外
販
路
の
拡
大

③
漁
協
系
統
グ
ル
ー
プ
の
加
工
機
能
強
化

ア
．
鮮
魚
流
通
事
業
と
連
動
し
た
「
漁
協
系
統
加
工

原
魚
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築

イ
．
工
場
毎
の
機
能
分
担
の
明
確
化
と
連
携
強
化

（
３
）
漁
協
と
の
連
携
に
よ
る
市
場
販
売
債
権
の
保
全

対
策
の
強
化

（
４
）
産
地
市
場
連
絡
会
議
に
お
け
る
情
報
提
供
並
び

に
地
域
課
題
の
協
議
促
進

２
．
海
外
輸
出
対
策

　海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
道
産
水
産
物
の
魚
価
・
流

通
の
安
定
化
を
図
る
上
で
、
国
内
需
給
調
整
機
能
と

し
て
国
内
市
場
と
と
も
に
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

り
、
こ
の
回
復
を
早
急
に
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
も

と
、
国
の
輸
出
促
進
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
海
外

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て

安
定
供
給
体
制
の
確
立
と
輸
出
促
進
の
た
め
基
盤
を

強
化
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

（
１
）
原
材
料
輸
出
と
末
端
実
需
者
向
け
製
品
の
輸
出

対
策
の
強
化

①
漁
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
生
鮮
魚
介
類
・
加
工
品

の
輸
出
継
続
と
機
能
強
化

②
海
外
商
談
会
等
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
新
た
な

販
路
開
拓
の
促
進

（
２
）
海
外
取
引
先
（
中
国
・
韓
国
・
米
国
等
）
と
の

更
な
る
組
織
的
取
り
組
み
強
化

　本
会
お
よ
び
関
連
会
社
に
よ
る
直
接
貿
易
の
量
的

拡
大
な
ら
び
に
組
織
的
取
り
組
み
強
化

（
３
）
行
政
・
漁
協
と
一
体
と
な
っ
た
輸
出
基
盤
の
整
備

①
Ｅ
Ｕ
ー
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
工
場
認
証
の
促
進
な
ら
び
に
、

輸
出
国
の
衛
生
基
準
へ
の
対
応
整
備
と
充
実

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
早
期
取
得
推
進
に
よ
る
海
外
市
場
に
お

け
る
道
産
水
産
物
差
別
化
へ
の
取
り
組
み

（
４
）
円
滑
な
輸
出
体
制
の
確
保
に
向
け
た
対
策
の
推
進

①
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
放
射
性
物

質
検
査
体
制
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続

②
風
評
被
害
状
況
に
即
し
た
道
産
水
産
物
の
安
全
・

安
心
ア
ピ
ー
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

③
輸
出
事
務
の
簡
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み

（
５
）
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活

用
に
よ
る
新
市
場
開
拓
の
推
進

　国
の
輸
出
促
進
支
援
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
輸

出
事
業
の
規
模
拡
大

　石
油
製
品
や
漁
業
資
材
の
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
漁
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
系

統
購
買
事
業
の
充
実
に
よ
り
燃
油
の
取
扱
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
普
及

拡
大
を
核
と
し
た
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
系
統
利
用
率
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
仕
入
な
ら
び

に
価
格
牽
制
機
能
の
強
化

②
道
内
物
流
環
境
等
の
変
化
に
対
応
し
た
基
地
タ
ン

ク
を
核
と
す
る
系
統
燃
油
供
給
体
制
の
整
備

③
共
有
燃
油
施
設
の
計
画
的
修
繕
に
よ
る
保
全
管
理

体
制
の
強
化

④
全
漁
連
と
の
連
携
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
に
備
え
た

韓
国
産
Ａ
重
油
の
輸
入
取
扱
検
討

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
普
及
拡
大
に
よ
る
価
格
低
減

化
へ
の
継
続
的
取
り
組
み

②
価
格
競
争
力
強
化
に
よ
る
、
全
道
に
お
け
る
シ
ェ

ア
拡
大

③「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
」
設
立
２

年
目
と
し
て
の
地
区
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
商
品
・
新
仕
様
品
開
発
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

　（中
国
に
代
わ
る
海
外
で
の
生
産
拠
点
の
開
拓
・
ヤ

ス
デ
駆
除
籠
等
新
製
品
開
発
）

④
漁
協
、
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ
る
組

織
的
普
及
活
動
の
強
化

　（展
示
即
売
会
開
催
や
各
種
部
会
へ
の
積
極
的
参
加
）

（
３
）
魚
函

　環
境
・
衛
生
に
配
慮
し
た
、
「
ポ
リ
魚
函
（
再
生

品
含
む
）
」
の
普
及
拡
大

（
４
）
施
設
関
連
事
業

①
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
㈱
と
の
連
携
に
よ
る
漁

協
施
設
整
備
計
画
等
へ
の
総
合
的
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
機
能
の
発
揮
（
積
算
・
補
助
申
請
事
務
）

②
会
員
・
生
産
者
向
け
、
省
エ
ネ
・
省
力
化
機
器
（
シ

ス
テ
ム
）
等
の
開
発
普
及

（
５
）
そ
の
他

　
　
　
　

①
購
販
推
進
委
員
会
・
漁
協
各
種
部
会
と
の
連
携
強
化

②
購
買
専
門
委
員
会
・
全
道
漁
協
購
買
事
業
推
進
会

議
・
地
区
漁
協
購
買
担
当
者
会
議
の
継
続
開
催

③
漁
協
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ー
カ
ー
視
察
・
資
材

研
修
会
の
実
施

④「
購
買
情
報
」の
適
宜
発
行
に
よ
る
購
買
関
連
情
報
伝
達

　な
み
ま
る
く
ん
５
月
号
「
平
成
24
年
度
ぎ
ょ
れ
ん

事
業
計
画
〜
後
編
〜
」
で
は
、品
目
別
事
業
計
画
（
秋

鮭
、
ホ
タ
テ
、
昆
布
）
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

販
売
事
業
に
つ
い
て

購
買
事
業
に
つ
い
て

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～前編～
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（
５
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
産
地
支
店
に
お
け
る
相
談
窓
口
機
能
の
段
階
的
強
化

②
指
導
部
門
情
報
の
充
実
に
よ
る
情
報
提
供
機
能
の
強
化

　近
年
、世
界
的
な
水
産
物
需
要
が
増
大
す
る
一
方
で

デ
フ
レ
・
不
況
等
に
よ
り
国
内
消
費
が
減
退
す
る
消

費
の
２
極
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
歴
史
的
円
高
に
加
え
、
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
性
物
質
汚
染
問
題
が
惹
起
し
、輸
出
環
境
が
一
変
し

ま
し
た
。こ
の
た
め
昨
年
は
、
こ
の
対
応
を
最
優
先
課

題
と
し
、
国
内
消
費
の
安
定
確
保
と
対
策
的
輸
出
、
道

産
水
産
物
の
魚
価
・
流
通
安
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。今
年
度
は
、歴
史
的
円
高
に
よ
る
輸
出
の
停
滞
、

魚
種
に
よ
っ
て
は
輸
入
水
産
物
と
の
競
合
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
風
評
被
害
を
払
拭
し
な
が
ら
、
環
境

の
変
化
に
対
応
し
た
国
内
需
要
の
確
保
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
輸
出
対
策
を
併
用
し
総
合
的
な
魚
価
・
流

通
安
定
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
市
場
・
鮮
魚
事
業

　産
地
仲
買
人
並
び
に
消
費
地
荷
受
の
買
付
け
機
能

の
低
下
に
加
え
、
デ
フ
レ
に
よ
る
需
要
低
迷
、
低
価

格
競
争
の
激
化
か
ら
、
更
な
る
魚
価
対
策
と
し
て
の

処
理
・
流
通
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
浜
と
一
体
と
な
っ
た
中
期
的
な
付

加
価
値
鮮
魚
の
取
り
組
み
を
拡
充
し
、
取
り
組
み
漁

協
の
伸
長
を
図
る
と
と
も
に
、
産
地
支
店
・
漁
協
系

統
工
場
・
提
携
工
場
等
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
国
内
の
み
な
ら
ず
輸
出
を
併

用
し
た
中
で
大
量
水
揚
げ
時
に
お
け
る
総
合
的
な
処

理
・
流
通
対
策
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
漁
協
系
統
販
売
事
業
の
根
幹
で
あ
る
市
場
全
利

用
共
販
の
推
進

（
２
）
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
の
拡
充

①
系
統
鮮
魚
取
扱
の
推
進

ア
．
取
り
組
み
漁
協
の
拡
充
強
化
と
地
域
・
魚
種
の

ブ
ラ
ン
ド
化
支
援

イ
．
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
加
工
機
器
導
入
に
よ

る
付
加
価
値
鮮
魚
（
３
枚
卸
等
）
の
取
り
組
み
強

化
と
新
商
品
の
開
発
促
進

②
大
量
水
揚
げ
時
に
お
け
る
魚
価
対
策
の
推
進

ア
．
漁
協
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
対
策
対
象
魚
種
の

全
道
規
模
へ
の
拡
大

イ
．
新
た
な
商
品
開
発
と
国
内
販
路
の
定
着
化

ウ
．
輸
出
の
推
進
に
よ
る
海
外
販
路
の
拡
大

③
漁
協
系
統
グ
ル
ー
プ
の
加
工
機
能
強
化

ア
．
鮮
魚
流
通
事
業
と
連
動
し
た
「
漁
協
系
統
加
工

原
魚
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築

イ
．
工
場
毎
の
機
能
分
担
の
明
確
化
と
連
携
強
化

（
３
）
漁
協
と
の
連
携
に
よ
る
市
場
販
売
債
権
の
保
全

対
策
の
強
化

（
４
）
産
地
市
場
連
絡
会
議
に
お
け
る
情
報
提
供
並
び

に
地
域
課
題
の
協
議
促
進

２
．
海
外
輸
出
対
策

　海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
道
産
水
産
物
の
魚
価
・
流

通
の
安
定
化
を
図
る
上
で
、
国
内
需
給
調
整
機
能
と

し
て
国
内
市
場
と
と
も
に
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

り
、
こ
の
回
復
を
早
急
に
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
も

と
、
国
の
輸
出
促
進
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
海
外

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て

安
定
供
給
体
制
の
確
立
と
輸
出
促
進
の
た
め
基
盤
を

強
化
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

（
１
）
原
材
料
輸
出
と
末
端
実
需
者
向
け
製
品
の
輸
出

対
策
の
強
化

①
漁
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
生
鮮
魚
介
類
・
加
工
品

の
輸
出
継
続
と
機
能
強
化

②
海
外
商
談
会
等
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
新
た
な

販
路
開
拓
の
促
進

（
２
）
海
外
取
引
先
（
中
国
・
韓
国
・
米
国
等
）
と
の

更
な
る
組
織
的
取
り
組
み
強
化

　本
会
お
よ
び
関
連
会
社
に
よ
る
直
接
貿
易
の
量
的

拡
大
な
ら
び
に
組
織
的
取
り
組
み
強
化

（
３
）
行
政
・
漁
協
と
一
体
と
な
っ
た
輸
出
基
盤
の
整
備

①
Ｅ
Ｕ
ー
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
工
場
認
証
の
促
進
な
ら
び
に
、

輸
出
国
の
衛
生
基
準
へ
の
対
応
整
備
と
充
実

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
早
期
取
得
推
進
に
よ
る
海
外
市
場
に
お

け
る
道
産
水
産
物
差
別
化
へ
の
取
り
組
み

（
４
）
円
滑
な
輸
出
体
制
の
確
保
に
向
け
た
対
策
の
推
進

①
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
放
射
性
物

質
検
査
体
制
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続

②
風
評
被
害
状
況
に
即
し
た
道
産
水
産
物
の
安
全
・

安
心
ア
ピ
ー
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

③
輸
出
事
務
の
簡
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み

（
５
）
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活

用
に
よ
る
新
市
場
開
拓
の
推
進

　国
の
輸
出
促
進
支
援
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
輸

出
事
業
の
規
模
拡
大

　石
油
製
品
や
漁
業
資
材
の
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
漁
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
系

統
購
買
事
業
の
充
実
に
よ
り
燃
油
の
取
扱
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
普
及

拡
大
を
核
と
し
た
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
系
統
利
用
率
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
仕
入
な
ら
び

に
価
格
牽
制
機
能
の
強
化

②
道
内
物
流
環
境
等
の
変
化
に
対
応
し
た
基
地
タ
ン

ク
を
核
と
す
る
系
統
燃
油
供
給
体
制
の
整
備

③
共
有
燃
油
施
設
の
計
画
的
修
繕
に
よ
る
保
全
管
理

体
制
の
強
化

④
全
漁
連
と
の
連
携
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
に
備
え
た

韓
国
産
Ａ
重
油
の
輸
入
取
扱
検
討

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
普
及
拡
大
に
よ
る
価
格
低
減

化
へ
の
継
続
的
取
り
組
み

②
価
格
競
争
力
強
化
に
よ
る
、
全
道
に
お
け
る
シ
ェ

ア
拡
大

③「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
」
設
立
２

年
目
と
し
て
の
地
区
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
商
品
・
新
仕
様
品
開
発
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

　（中
国
に
代
わ
る
海
外
で
の
生
産
拠
点
の
開
拓
・
ヤ

ス
デ
駆
除
籠
等
新
製
品
開
発
）

④
漁
協
、
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ
る
組

織
的
普
及
活
動
の
強
化

　（展
示
即
売
会
開
催
や
各
種
部
会
へ
の
積
極
的
参
加
）

（
３
）
魚
函

　環
境
・
衛
生
に
配
慮
し
た
、
「
ポ
リ
魚
函
（
再
生

品
含
む
）
」
の
普
及
拡
大

（
４
）
施
設
関
連
事
業

①
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
㈱
と
の
連
携
に
よ
る
漁

協
施
設
整
備
計
画
等
へ
の
総
合
的
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
機
能
の
発
揮
（
積
算
・
補
助
申
請
事
務
）

②
会
員
・
生
産
者
向
け
、
省
エ
ネ
・
省
力
化
機
器
（
シ

ス
テ
ム
）
等
の
開
発
普
及

（
５
）
そ
の
他

　
　
　
　

①
購
販
推
進
委
員
会
・
漁
協
各
種
部
会
と
の
連
携
強
化

②
購
買
専
門
委
員
会
・
全
道
漁
協
購
買
事
業
推
進
会

議
・
地
区
漁
協
購
買
担
当
者
会
議
の
継
続
開
催

③
漁
協
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ー
カ
ー
視
察
・
資
材

研
修
会
の
実
施

④「
購
買
情
報
」の
適
宜
発
行
に
よ
る
購
買
関
連
情
報
伝
達

　な
み
ま
る
く
ん
５
月
号
「
平
成
24
年
度
ぎ
ょ
れ
ん

事
業
計
画
〜
後
編
〜
」
で
は
、品
目
別
事
業
計
画
（
秋

鮭
、
ホ
タ
テ
、
昆
布
）
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

販
売
事
業
に
つ
い
て

購
買
事
業
に
つ
い
て

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～前編～
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毎年好評を得ている「漁師さんの出前授業」（上）
と「浜のおかあさん料理教室」（下）
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　３
月
２
日
（
金
）
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
道
か
ら
１
６
０
名
を
超
え
る
参
加
者
を
集

め
、
ぎ
ょ
れ
ん
櫻
庭
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
の
高
島
泉
氏
に
よ
る
「
今
後
の
水
産

政
策
の
課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
さ
ら
に
経
済
評
論
家
内
橋
克
人
氏
に
よ
る

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
抗
経
済
を
築
く
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　経
済
評
論
家
内
橋
克
人
さ
ん
は
、
昭
和
７
年
兵
庫
県
神

戸
市
生
ま
れ
、
新
聞
記
者
を
経
て
経
済
評
論
家
へ
。
30
年

前
発
刊
さ
れ
た
「
原
発
へ
の
警
鐘
」
で
は
、
そ
の
当
時
か

ら
原
発
神
話
へ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
、
今
回
の
原
発
事
故

を
想
定
、
90
年
代
に
は
一
貫
し
て
、
巨
大
資
本
に
よ
る
市

場
原
理
至
上
主
義
、
新
自
由
主
義
的
な
改
革
に
対
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
連
国
際
協
同
組
合
年

全
国
実
行
委
員
会
の
代
表
も
務
め
て
い
ま
す
。

　日
本
社
会
に
と
っ
て
、
今
こ
そ
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
の

力
、
経
験
、
姿
勢
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
社

会
全
体
が
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
震
災
、
原
発

事
故
、
今
日
ほ
ど
の
危
機
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が

警
鐘
を
鳴
ら
す
３
つ
の
危
機
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　一
つ
は
原
子
力
の
利
用
で
す
。
「
原
発
へ
の
警
鐘
」
の

出
版
か
ら
30
年
近
く
経
過
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
90
年
代
に
入
り
日
本
全
体
を
覆
っ
た
市
場
原

理
主
義
の
改
革
で
、
市
場
競
争
原
理
に
反
す
る
も
の
を
制

御
し
、
市
場
原
理
（
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
）
の
下
に
置
く
動
き

で
す
。

　三
つ
め
の
危
機
は
、
日
本
社
会
の
存
亡
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
問
題
を
は
じ
め
、
今
後
日
本
が
自
立
し
存
続
出
来
る

の
か
と
い
う
お
話
で
す
。

　震
災
後
、
私
は
被
災
地
を
数
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
被

災
地
三
陸
の
あ
る
首
長
が
、
「
私
た
ち
に
は
最
後
は
海
が

あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
海
が
い
つ
か
は
静
ま
り
戻
っ
て
く

る
。
何
も
か
も
失
っ
た
私
た
ち
を
救
っ
て
く
れ
る
最
後
の

命
綱
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
海
か
ら
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
」
と
涙
な
が
ら
に
お
話
し
に
な
り
ま

し
た
。
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
海
で
漁
業
が
再
開
で
き

ず
、
造
船
、
冷
蔵
・
冷
凍
、
Ｉ
Ｔ
、
電
気
等
漁
業
関
連

産
業
が
復
興
出
来
ず
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
は
複
合
災
害
で
す
。
そ
の
被
害
を
受
け
た
人
々
が
、

同
じ
日
本
に
悩
み
な
が
ら
変
わ
ら
ず
い
ま
す
。
目
の
前

に
あ
る
危
機
に
、
国
を
挙
げ
て
救
い
の
手
を
差
し
の
べ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　巨
大
な
多
国
籍
企
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ズ
）
は
、
強
力
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
の
世
論
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
野

田
首
相
は
オ
バ
マ
大
統
領
に
、
す
べ
て
の
品
目
、
主
要
な

産
業
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
る
と
発
言
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
主
導
の
経
済
圏
を
ア
ジ
ア
に
作
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　私
は
90
年
代
に
入
り
、
市
場
原
理
主
義
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
ま
し
た
が
、
2
0
0
8
年
秋
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
が
発
生
、
未
だ
に
日
本
の
金
融
機
関
も
不
良
債

権
を
抱
え
て
い
ま
す
。
日
本
自
ら
が
市
場
原
理
主
義
に

邁
進
し
、
防
潮
堤
を
内
側
か
ら
掘
り
崩
し
て
き
た
結
果
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
傷
は
癒
え
な
い
で

い
ま
す
。

　ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
地
縁
・
血

縁
等
に
基
づ
く
伝
統
的
な
社
会
）
、

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
害
関
係
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
利
益
社
会
）
と
は

一
線
を
画
し
、
協
同
組
合
は
志
や
価

値
観
が
同
じ
人
達
に
よ
る
第
３
の
共

同
体
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
描
い
た
地

図
の
通
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加
し
た
場
合
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
対
抗
す
る
経
済
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
の
が
協
同
組
合
で

す
。
社
会
的
な
正
義
・
公
正
を
守
り
、

国
を
自
立
存
続
さ
せ
正
し
い
方
向
に

向
け
て
い
く
力
は
、
今
や
協
同
組
合

以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
勇
気
の
あ
る
人
た
ち
が
賢
く
、

賢
い
人
た
ち
が
勇
気
を
持
っ
た
時
に
、

人
間
社
会
に
幸
せ
と
い
う
も
の
が
や

っ
て
く
る
。
」
と
い
う
作
家
エ
ー
リ

ッ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
言
葉
を
噛
み

し
め
、
勇
気
を
伴
っ
た
賢
さ
を
取
り

戻
し
、
協
同
組
合
の
理
想
像
を
目
指

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

内
橋
克
人
氏
の
講
演

　
　
　
　「Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
抗
経
済
を
築
く
」

国
を
自
立
存
続
さ
せ

正
し
い
方
向
に
向
け
る
力

は
協
同
組
合
に
し
か
な
い

警
鐘
を
鳴
ら
す「
３
つ
の
危
機
」

震
災
と
原
発
に
よ
る
日
本
の
危
機

市
場
原
理
主
義
が
招
く
危
機

経済評論家
内橋 克人さん

水産政策の展開方向
○漁業生産量　　　　　　　世界第５位（中国、インドネシア、インド、ペルーに次ぐ）
○豊かな漁場　　　　　　　我が国の周辺水域の漁獲量は、世界の約２割（約２千万トン）　。世界有数の漁場
○排他的経済水域　　　　　世界第６位（国土面積の12倍、450万平方キロメートル）
○食用魚介類自給率　　　　平成22年60％（自給率目標：平成29年65％）

・漁業許可制度、TAC制度
・資源管理指針・資源管理計画体制の導入
・藻場・干潟の保全、種苗放流等を支援

・適切な資源管理と漁業経営の安定を実現

・漁業構造改革の推進
・漁業の担い手の確保・育成の推進
・漁業者への融資・保証の充実

・６次産業化の推進
・国産水産物の利用促進
・品質・衛生管理体制の構築

・周辺国との二国間協定や地域漁業
管理機関による資源管理の推進
・商業捕鯨の再開に向けた調査
捕鯨の実施と鯨類の持続的利用
に対する支持拡大

東日本大震災と復旧・復興

○被災地域の重要性

・７道県の漁業・養殖業生産量は全国の約５割
・漁業就業者数は、７万４千人で全国の３分の１
　※７道県：被害の大きい北海道、青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉

・被害額は1兆円を超える状況
・7道県では漁船が2万8千隻余り、漁港が319漁港が被災
　加工施設は570施設が全壊、113施設が半壊(12月26日時点）

【第１ステップ】応急の対応
　政府緊急災害対策本部の設置等

【第２ステップ】当面の復旧対策
　１次補正（2,153億円）等による対応

【第３ステップ】本格的復興対策
　東日本大震災からの復興の基本方針、
　水産復興マスタープランに沿って本格的に復興

水
産
業
の

　
　
　

本
格
的
な
復
興
へ

○水産関係の被害

○水産資源の管理・回復

○資源管理・漁業所得補償対策

○漁業経営の安定

○水産物の加工・流通対策

○国際的な資源管理

○地震・津波被害への対応

現状と課題 政策の展開方向

水産庁資源管理部長高島泉氏による基調講演

高島　泉 氏

　「今後の水産政策の課題と方向性について」と題し、東日本大震災からの復旧・復興とい
う大きな課題や、漁業生産量の減少、燃油価格の高騰、漁業就業者数の減少などの現状認識
と課題を示し、それに対する政策展開について解説しました。

･漁業生産量はピーク時の４割
S59は1,282万トン→H21は543万トン

･資源水準が低位にあるものが約４割
84系群のうちマイワシ等33系群(H23)

･燃油価格の高騰:７年間で約２倍
42.5円/L(H16.3)→85.7円/L(H23.9)

･漁船高齢化(船齢21年以上が４割)
･漁業就業者数の減少
23.8万人(H15)→21.2万人(H21)
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　３
月
２
日
（
金
）
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
道
か
ら
１
６
０
名
を
超
え
る
参
加
者
を
集

め
、
ぎ
ょ
れ
ん
櫻
庭
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
の
高
島
泉
氏
に
よ
る
「
今
後
の
水
産

政
策
の
課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
さ
ら
に
経
済
評
論
家
内
橋
克
人
氏
に
よ
る

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
抗
経
済
を
築
く
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　経
済
評
論
家
内
橋
克
人
さ
ん
は
、
昭
和
７
年
兵
庫
県
神

戸
市
生
ま
れ
、
新
聞
記
者
を
経
て
経
済
評
論
家
へ
。
30
年

前
発
刊
さ
れ
た
「
原
発
へ
の
警
鐘
」
で
は
、
そ
の
当
時
か

ら
原
発
神
話
へ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
、
今
回
の
原
発
事
故

を
想
定
、
90
年
代
に
は
一
貫
し
て
、
巨
大
資
本
に
よ
る
市

場
原
理
至
上
主
義
、
新
自
由
主
義
的
な
改
革
に
対
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
連
国
際
協
同
組
合
年

全
国
実
行
委
員
会
の
代
表
も
務
め
て
い
ま
す
。

　日
本
社
会
に
と
っ
て
、
今
こ
そ
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
の

力
、
経
験
、
姿
勢
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
社

会
全
体
が
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
震
災
、
原
発

事
故
、
今
日
ほ
ど
の
危
機
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が

警
鐘
を
鳴
ら
す
３
つ
の
危
機
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　一
つ
は
原
子
力
の
利
用
で
す
。
「
原
発
へ
の
警
鐘
」
の

出
版
か
ら
30
年
近
く
経
過
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
90
年
代
に
入
り
日
本
全
体
を
覆
っ
た
市
場
原

理
主
義
の
改
革
で
、
市
場
競
争
原
理
に
反
す
る
も
の
を
制

御
し
、
市
場
原
理
（
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
）
の
下
に
置
く
動
き

で
す
。

　三
つ
め
の
危
機
は
、
日
本
社
会
の
存
亡
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
問
題
を
は
じ
め
、
今
後
日
本
が
自
立
し
存
続
出
来
る

の
か
と
い
う
お
話
で
す
。

　震
災
後
、
私
は
被
災
地
を
数
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
被

災
地
三
陸
の
あ
る
首
長
が
、
「
私
た
ち
に
は
最
後
は
海
が

あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
海
が
い
つ
か
は
静
ま
り
戻
っ
て
く

る
。
何
も
か
も
失
っ
た
私
た
ち
を
救
っ
て
く
れ
る
最
後
の

命
綱
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
海
か
ら
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
」
と
涙
な
が
ら
に
お
話
し
に
な
り
ま

し
た
。
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
海
で
漁
業
が
再
開
で
き

ず
、
造
船
、
冷
蔵
・
冷
凍
、
Ｉ
Ｔ
、
電
気
等
漁
業
関
連

産
業
が
復
興
出
来
ず
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
は
複
合
災
害
で
す
。
そ
の
被
害
を
受
け
た
人
々
が
、

同
じ
日
本
に
悩
み
な
が
ら
変
わ
ら
ず
い
ま
す
。
目
の
前

に
あ
る
危
機
に
、
国
を
挙
げ
て
救
い
の
手
を
差
し
の
べ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　巨
大
な
多
国
籍
企
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ズ
）
は
、
強
力
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
の
世
論
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
野

田
首
相
は
オ
バ
マ
大
統
領
に
、
す
べ
て
の
品
目
、
主
要
な

産
業
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
る
と
発
言
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
主
導
の
経
済
圏
を
ア
ジ
ア
に
作
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　私
は
90
年
代
に
入
り
、
市
場
原
理
主
義
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
ま
し
た
が
、
2
0
0
8
年
秋
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
が
発
生
、
未
だ
に
日
本
の
金
融
機
関
も
不
良
債

権
を
抱
え
て
い
ま
す
。
日
本
自
ら
が
市
場
原
理
主
義
に

邁
進
し
、
防
潮
堤
を
内
側
か
ら
掘
り
崩
し
て
き
た
結
果
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
傷
は
癒
え
な
い
で

い
ま
す
。

　ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
地
縁
・
血

縁
等
に
基
づ
く
伝
統
的
な
社
会
）
、

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
害
関
係
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
利
益
社
会
）
と
は

一
線
を
画
し
、
協
同
組
合
は
志
や
価

値
観
が
同
じ
人
達
に
よ
る
第
３
の
共

同
体
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
描
い
た
地

図
の
通
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加
し
た
場
合
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
対
抗
す
る
経
済
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
の
が
協
同
組
合
で

す
。
社
会
的
な
正
義
・
公
正
を
守
り
、

国
を
自
立
存
続
さ
せ
正
し
い
方
向
に

向
け
て
い
く
力
は
、
今
や
協
同
組
合

以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
勇
気
の
あ
る
人
た
ち
が
賢
く
、

賢
い
人
た
ち
が
勇
気
を
持
っ
た
時
に
、

人
間
社
会
に
幸
せ
と
い
う
も
の
が
や

っ
て
く
る
。
」
と
い
う
作
家
エ
ー
リ

ッ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
言
葉
を
噛
み

し
め
、
勇
気
を
伴
っ
た
賢
さ
を
取
り

戻
し
、
協
同
組
合
の
理
想
像
を
目
指

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

内
橋
克
人
氏
の
講
演

　
　
　
　「Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
抗
経
済
を
築
く
」

国
を
自
立
存
続
さ
せ

正
し
い
方
向
に
向
け
る
力

は
協
同
組
合
に
し
か
な
い

警
鐘
を
鳴
ら
す「
３
つ
の
危
機
」

震
災
と
原
発
に
よ
る
日
本
の
危
機

市
場
原
理
主
義
が
招
く
危
機

経済評論家
内橋 克人さん

水産政策の展開方向
○漁業生産量　　　　　　　世界第５位（中国、インドネシア、インド、ペルーに次ぐ）
○豊かな漁場　　　　　　　我が国の周辺水域の漁獲量は、世界の約２割（約２千万トン）　。世界有数の漁場
○排他的経済水域　　　　　世界第６位（国土面積の12倍、450万平方キロメートル）
○食用魚介類自給率　　　　平成22年60％（自給率目標：平成29年65％）

・漁業許可制度、TAC制度
・資源管理指針・資源管理計画体制の導入
・藻場・干潟の保全、種苗放流等を支援

・適切な資源管理と漁業経営の安定を実現

・漁業構造改革の推進
・漁業の担い手の確保・育成の推進
・漁業者への融資・保証の充実

・６次産業化の推進
・国産水産物の利用促進
・品質・衛生管理体制の構築

・周辺国との二国間協定や地域漁業
管理機関による資源管理の推進
・商業捕鯨の再開に向けた調査
捕鯨の実施と鯨類の持続的利用
に対する支持拡大

東日本大震災と復旧・復興

○被災地域の重要性

・７道県の漁業・養殖業生産量は全国の約５割
・漁業就業者数は、７万４千人で全国の３分の１
　※７道県：被害の大きい北海道、青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉

・被害額は1兆円を超える状況
・7道県では漁船が2万8千隻余り、漁港が319漁港が被災
　加工施設は570施設が全壊、113施設が半壊(12月26日時点）

【第１ステップ】応急の対応
　政府緊急災害対策本部の設置等

【第２ステップ】当面の復旧対策
　１次補正（2,153億円）等による対応

【第３ステップ】本格的復興対策
　東日本大震災からの復興の基本方針、
　水産復興マスタープランに沿って本格的に復興

水
産
業
の

　
　
　

本
格
的
な
復
興
へ

○水産関係の被害

○水産資源の管理・回復

○資源管理・漁業所得補償対策

○漁業経営の安定

○水産物の加工・流通対策

○国際的な資源管理

○地震・津波被害への対応

現状と課題 政策の展開方向

水産庁資源管理部長高島泉氏による基調講演

高島　泉 氏

　「今後の水産政策の課題と方向性について」と題し、東日本大震災からの復旧・復興とい
う大きな課題や、漁業生産量の減少、燃油価格の高騰、漁業就業者数の減少などの現状認識
と課題を示し、それに対する政策展開について解説しました。

･漁業生産量はピーク時の４割
S59は1,282万トン→H21は543万トン

･資源水準が低位にあるものが約４割
84系群のうちマイワシ等33系群(H23)

･燃油価格の高騰:７年間で約２倍
42.5円/L(H16.3)→85.7円/L(H23.9)

･漁船高齢化(船齢21年以上が４割)
･漁業就業者数の減少
23.8万人(H15)→21.2万人(H21)
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10

漁
も
ス
ポ
ー
ツ
も

　
　
　忙
し
い
雄
亮
さ
ん

　　藤
原
雄
亮
さ
ん
は
、
風
薫
る
５

月
頃
か
ら
秋
鮭
定
置
網
の
準
備
が

始
ま
り
、
夏
に
は
青
ツ
ブ
、
北
海

シ
マ
エ
ビ
漁
、
９
月
か
ら
は
秋
鮭

定
置
網
漁
、
10
月
に
は
ハ
タ
ハ
タ

漁
も
営
ん
で
い
ま
す
。
秋
鮭
を
切

り
上
げ
た
12
月
か
ら
は
、
地
元
の

運
送
業
や
網
会
社
の
仕
事
も
こ
な

し
、
年
間
通
じ
て
忙
し
く
働
い
て

い
ま
す
。

　21
歳
で
漁
師
に
な
っ
た
雄
亮
さ

ん
で
す
が
、
高
校
卒
業
後
２
年
ほ

ど
建
築
関
係
の
専
門
学
校
に
通
い
、

設
計
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
途
中
で
漁

師
へ
と
舵
を
切
ろ
う
と
父
に
相
談

す
る
と
、
漁
業
研
修
所
で
準
備
を

す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
入
所
し
ま
し

た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
野
球
と
共

に
育
っ
た
雄
亮
さ
ん
、
今
も
社
会

人
野
球
チ
ー
ム
で
内
野
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　目標
に
向
か
っ
て

　着
実
に
駒
を
進
め
る

　
　
　藤
原
さ
ん
ご
一
家

　　「頑
張
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
ね
。」
と
笑
う
美
奈
さ
ん
は
、

美
幌
町
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ

ン
で
、ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、陸
上
、

マ
ラ
ソ
ン
の
選
手
経
験
が
あ
り
ま

す
。
蒼
空
く
ん
は
周
り
を
い
つ
も

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
小
学

３
年
生
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
野
球
、

空
手
に
通
い
、
将
来
は
野

球
選
手
に
な
り
た
い
そ
う

で
す
。
姫
星
ち
ゃ
ん
は
一
生

懸
命
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い

し
て
く
れ
る
小
学
２
年
生
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
ピ
ア
ノ

を
習
い
、
新
た
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
に
も
挑
戦
し
た
い
そ
う
で
す
。

子
供
た
ち
は
一
日
で
２
つ
の
練

習
の
掛
け
持
ち
も
あ
る
と
の
こ

と
で
、
藤
原
さ
ん
ご
一
家
の
中
心

に
は
、
い
つ
も
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り

ま
す
。

　網
走
漁
協
青
年
部
の
副
部
長
と

し
て
、
現
状
に
満
足
せ
ず
秋
鮭
の

付
加
価
値
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
と
話
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雄
亮
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ん
、
幼
稚
園
の

先
生
を
目
指
し
て
、
今
託
児
所
で

ア
ル
バ
イ
ト
に
励
む
美
奈
さ
ん
、

目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
駒
を
進

め
る
、
藤
原
さ
ん
ご
一
家
の
力
強

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
網
走
二
ツ
岩

の
浜
を
後
に
し
ま
し
た
。

《
文
／
菅
野

　厚
》

「浜の家族物語」では、
「なみまるくん」の表紙に
登場するご家族を紹介し
ます。今回は、網走漁協
の藤原さんご一家です。

浜
の
家
族
物
語
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タ テ の カギ

ヨコ の カギ

　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。ピカピカの一年生！友達たくさん出来るかな？？

応募いただいた方の個人情報は、クイズ当選者への図書カード進呈
と、広報なみまるくん「浜だより」の、おたより掲載（氏名・市町
村名）にのみ、使用いたします。

〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目1番地
北海道漁業協同組合連合会  総務企画部  広報担当
＊FAX番号 011－（242）－3543
＊電子メール info＠gyoren. or. jp

応募先

正解者の中から抽選で５名の方に図書カードを進呈
いたします。ハガキ、ＦＡＸもしくは電子メールに
答えと浜のたより及びご意見・ご提言など、住所・
氏名・年齢を書き添えて、どしどしご応募ください。

3月号の解答と当選者

1 2 3

7

10

14

15 17 1816

13

19 20

22

21

1211

8

9

54

6

（4月15日消印有効）

解答 となります。

ユキドケ

※右と左の絵には、5ヵ所の異なるところがあります。
　さあ、見つけてください。（印刷のズレや汚れは関係ありません。）間違いは5つです。

※答えは17頁にあります。

クロスワードパズル

間違いさがし間違いさがし

クロスワードパズル

間違いさがし

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

矢田あやのさん
山瀬　　聡さん
近藤　和子さん
竹田　秀雄さん
工藤　栄子さん

利尻富士町
北 斗 市
厚 岸 町
別 海 町
豊 頃 町

○○の耳に念仏
赤いチャンチャンコを着る長寿の祝い
コレをする人をハイカーと言います
端午の節句に入る○○○○湯
春の○○○○。ワラビ、コゴミ、タラノメ
空き○○、○○切り、○○詰め
貝堀りとも言う干潮時の遊び
メンマの原料は？
地味⇔○○
短気
おにぎりに巻く海草
色気より○○○
太陽が沈む方角

蛹や幼虫から成虫になること
デミグラスソースで作る「○○○ライス」
開花度１００パーセント
オーバーして使うと後で後悔するかも
大型、飛び石の時もあります　
春夏秋冬
清水の○○○から飛び降りる
歯を支えるのに大事なところ
日の入り⇔○○○
東北地方をこう呼ぶこともあります
お寿司のお口直しに
雨上がりに出来る七色の光
まな板の上の○○
北海道の郷土料理。鮭を主材料とした「○○○○鍋」
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平成２３年度小樽地区三連合同研修大会開催

安全・安心北海道水産物消費拡大取引懇談会開催

見て聞いて食べて北海道の水産物の
　　　　　　　　安全・安心を知ってもらう

リーダーには一歩を踏み出す意気込みも必要

　秋鮭をはじめ道産水産物の放射性物質による風評被害
を払拭する安全性のＰＲと消費拡大を目的に、北海道秋
鮭流通対策協議会とぎょれんは、中国の大連市で懇談会
と展示即売会を行いました。3月9日にフラマホテルで行
われた懇談会には、日本から水産庁や道の関係者を含む
30人が出席したほか、中国の行政、水産、流通、金融、
メディア関係者ら120人の計150人余りが集まりました。
北海道秋鮭流通対策協議会の阿部会長は「北海道の水産
物は、自然の恵みに支えられた産品ばかりです。安全性
はもとより、味覚、品質においても自信をもってご提供
できるものと確信しています。」と挨拶、ぎょれんの櫻
庭会長は「今後も安全で安心な秋鮭をはじめ水産物の安
定した供給に万全を期して取り組んでいきます。」と述
べ、道産水産物の安全性に理解を求め、より一層の消費
拡大を呼びかけました。会場では、北海道の自然風景や
秋鮭やホタテ、サンマなどの水揚げ・加工風景、鮮度管
理、加工場の衛生管理などを紹介したＤＶＤを上映、さ
らに道産水産物の放射性物質の検査体制について説明し
ました。また会場では、道産水産物を使った料理の展
示・試食が行われ、鮭フライ、大根とイクラの和え物、
きのことホタテ貝柱の特製炒め、一夜干し開きホッケ、
サンマの蒲焼きソースとろみあんかけの５品が振る舞わ
れました。また、新巻鮭やホタテ貝柱、ボイルホタテ、
本冷サンマ、塩イクラなども勢揃いしました。
　3月10日、11日の２日間には、大連湾魚市場で展示即
売会を行いました。北海道水産物のＰＲポスターやのぼ
りで飾った店内には、秋鮭フライ、ホタテフライ、ホタ
テ玉冷、鮭トバ、秋鮭定塩フィレー、ホッケの一夜干し、
イクラ、ソウハチやナメタガレイの干物などを用意、お
客さんは製品の説明を受けながら試食して味を確かめ、
商品を手に取る姿が見られました。

挨拶をする櫻庭会長

会場では道産水産物のおいしさや
品質を伝える料理の展示・試食が行われました

展示即売会でお客さんへの商品説明をしている
様子などが地元メディアにも取り上げられました

　3月7日（水）に小樽市にあるグランパーク小樽にお
いて、小樽地区漁協マリンバンク・ＪＦ共済・購販推
進委員合同研修大会が開催されました。11回目を迎え
た今大会には各推進委員など約70名が参加しました。
開会式に続いて『クイズde研修』と題して、参加者が
各事業のクイズ計15問に挑戦、各連からの解答と解説
を聞いて各事業への理解を深めました。ぎょれんの渡
部小樽支店長は、昨年の水産物の輸出金額や漁業経営
セーフティーネット構築事業の概要、管内で旬を迎え
たニシンの健康成分を問う四択問題を出題、管内主要
魚種の動向やぎょれんの鮮魚対策事業、輸出入の動向、
最近の燃油情勢についても触れながら、クイズの解答
と解説をしました。
　続いて、小樽市銭函出身の作家で小樽ふれあい観光
大使を務める千石涼太郎氏が「明日の北海道のため
に」と題して講演を行いました。県民性に関する著書
を多数執筆している千石氏は、北海道の発展・地域の
活性化のためにはどんなリーダーが求められているか
をテーマに、なかなか最初の一歩が踏み出せず、あま
り自ら動いてリーダーシップをとりたがらないといわ
れる道民性を例に出しながら、「これからは生産者も
自ら情報発信していく時代です。何事も自分たちがや
るんだという意気込みを持って、まずはやってみてく
ださい。はじめの一歩を踏み出すことが肝心です。」
と各事業を推進する浜のリーダーにエールを送りまし
た。

講師を務めた千石氏

資材展示コーナーでは推進委員の皆さんと
マリノサポート㈱の担当者が意見を交わす姿も

見られました
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テ玉冷、鮭トバ、秋鮭定塩フィレー、ホッケの一夜干し、
イクラ、ソウハチやナメタガレイの干物などを用意、お
客さんは製品の説明を受けながら試食して味を確かめ、
商品を手に取る姿が見られました。

挨拶をする櫻庭会長

会場では道産水産物のおいしさや
品質を伝える料理の展示・試食が行われました

展示即売会でお客さんへの商品説明をしている
様子などが地元メディアにも取り上げられました

　3月7日（水）に小樽市にあるグランパーク小樽にお
いて、小樽地区漁協マリンバンク・ＪＦ共済・購販推
進委員合同研修大会が開催されました。11回目を迎え
た今大会には各推進委員など約70名が参加しました。
開会式に続いて『クイズde研修』と題して、参加者が
各事業のクイズ計15問に挑戦、各連からの解答と解説
を聞いて各事業への理解を深めました。ぎょれんの渡
部小樽支店長は、昨年の水産物の輸出金額や漁業経営
セーフティーネット構築事業の概要、管内で旬を迎え
たニシンの健康成分を問う四択問題を出題、管内主要
魚種の動向やぎょれんの鮮魚対策事業、輸出入の動向、
最近の燃油情勢についても触れながら、クイズの解答
と解説をしました。
　続いて、小樽市銭函出身の作家で小樽ふれあい観光
大使を務める千石涼太郎氏が「明日の北海道のため
に」と題して講演を行いました。県民性に関する著書
を多数執筆している千石氏は、北海道の発展・地域の
活性化のためにはどんなリーダーが求められているか
をテーマに、なかなか最初の一歩が踏み出せず、あま
り自ら動いてリーダーシップをとりたがらないといわ
れる道民性を例に出しながら、「これからは生産者も
自ら情報発信していく時代です。何事も自分たちがや
るんだという意気込みを持って、まずはやってみてく
ださい。はじめの一歩を踏み出すことが肝心です。」
と各事業を推進する浜のリーダーにエールを送りまし
た。

講師を務めた千石氏

資材展示コーナーでは推進委員の皆さんと
マリノサポート㈱の担当者が意見を交わす姿も

見られました
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平成２３年度全道漁協購買事業推進会議開催

系統燃油事業の重要性について
説明する全漁連の若林次長

ステージ上で「系統ブランド資材評価推進委員会」
について意見交換が行われました

宮城県名取市閖上のアサリ・シジミ漁業者へエンジン贈呈

　2月10日、宮城県名取市の名取市商工会館において
全国支援船外機エンジン贈呈式が行われ、東日本大震
災で被災した閖上地区のアサリ・シジミ漁業者に対し
て、沙留漁協、常呂漁協、㈱仙台水産から新品の漁船
用エンジンが贈られました。贈呈式には、沙留漁協の
横内組合長が出席し、佐々木名取市長に目録が手渡さ
れました。震災で甚大な被害を受けた名取市閖上地区
は津波によって漁船など全てを流失、全国から13隻の
漁船が贈られましたが、エンジンの製造が間に合わず
不足していました。今回寄贈されたエンジンは、閖上
地区アサリ・シジミ漁の復興に活かされます。

沙留漁協と常呂漁協が船外機エンジンを寄贈

　3月19日に京王プラザホテル札幌で、平成23年度全
道漁協購買事業推進会議が開催され、各漁協の購買担
当者など80名余りが参加しました。ぎょれん西副会長
の挨拶の後、田元参事が購買事業の来年度事業方針を
説明し、特に価格が高騰している石油製品について、
燃油取扱の系統集中を推進し、一層安定した供給体制
の強化の必要性を強調しました。会議では本年度全道9
地区で設立された「系統ブランド資材評価推進委員会」
の活動が報告され、各地区で出た意見や課題を紹介し
た後、ぎょれん、マリノサポート、鹿部、えりも、宗谷
の各漁協の担当者が代表して意見交換を行い、漁協か
らは「今後、資材提案や委員の意見を反映した商品開
発で系統ブランド資材がより良くなって欲しい。」と
いう期待する声も聞かれました。講演では、全漁連購
買事業部若林次長が「東日本大震災発生以降の燃油の
状況及びその対応について」と題し、震災時の全漁連
油槽所の被害状況、震災直後の対応を説明しました。
「国内元売の精製や物流の合理化で製油所が閉鎖され、
漁業用燃油の確保が難しくなっています。また震災を
教訓に緊急時の安定供給対策も必要で、ますます漁協、
ぎょれん、全漁連の連携、系統利用への結集が求めら
れています。」と系統燃油事業の重要性を訴えました。

系統燃油へ結集して
　　　事業の更なる強化を目指す

贈呈式には閖上地区のあさりしじみ漁業者をはじめ
ぎょれん小倉専務も出席しました

13 14

ほたての折込チラシ全国120万枚配布
～ほたての産地から美味しさ・安心をPR～

　　　　　　北海道のほたてをもっと身近に感じていただこうと、「産地から発信するほたての
魅力」「簡単・美味しいほたてレシピ」を掲載した折込みチラシを、3月下旬から、全国主要都市に
120万枚配布しています。

いくらを
全国雑誌で紹介

　表面では、実際にほたて産地で取材し
た水揚げの様子などを掲載しています。
八雲町漁協・ほたて漁業部会長の新谷さ
んに協力していだたき、生産現場の様子
を消費者の皆様に伝えることで、産地の
見える安心感や良質感をPRする内容と
なっています。また、同漁協女性部長の
新谷さん、副部長の小名さんによる浜の
お母さんレシピも掲載し、産地感をより
引き立てています。

　中面には「第2回北海道のほたてスピードレシピコン
テスト」入賞10作品を掲載しています。「調理が簡
単・様々な料理に合う」といったほたての特徴を知って
もらうために開催されたレシピコンテスト。掲載レシピ
は、どれも手軽さ・美味しさが際立つものばかりで、審
査委員長のケンタロウさんからのコメントや、受賞者か
らのワンポイントアドバイスも紹介しています。今月の
なみまる君にも折り込んでいますので、是非チェックし
てみて下さい。

4月10日発売の生活実用情報誌
「レタスクラブ4月号」を是非ご覧下さい。
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　家の臭いのもとは、灰皿、排水口、冷蔵庫、靴箱、トイレ、生ごみ容器、魚焼きグリルなど、
改めて数えてみると種類も数も多いことに気づきます。

㈱ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！

浜の皆さんから「おうち」の疑問、質問、お悩みを
募集しています。
宛　先：札幌市中央区北3条西7丁目1番地

北海道ぎょれん総務企画部広報担当
F A X：011－242－3543
メール：info@gyoren.or.jp

建築・設計に関するご相談は

㈱ぎょれん設計センター
TEL：011－281－8509

詳しく
取り上げて
行きま～す

身近なもので
家の臭いを
ノックアウト

　現在は、消臭剤がスーパーやホームセンターに並んでいますが、昔からの暮らし
の知恵として、身近なものを使った消臭が行われてきました。今回から2回にわ
たって身近な消臭方法をご紹介します。

①木炭（吸着効果）
　身近な消臭剤の代表格「木炭」に
は、無数の穴（多孔質）構造になっ
ており、臭いのもととなるアンモニ
アや亜硝酸等を吸着します。部屋の
インテリアとしても活用出来ます。

　たたんで生ごみ容器の底などに敷
いておくと、水分を吸着して臭いを
抑える効果があります。

④消毒用エタノール液
（分解効果）
　消毒用エタノールは、タンパク質
を分解しますので、主に臭いのもと
となるタンパク質を分解して消臭効
果があります。スプレー容器に移し
てトイレや生ごみに吹きかけて使用
出来ます。

　焙煎したコーヒー豆の表面は木炭
と同様に多孔質構造で、臭いを吸着
しやすい成分を含んでおり消臭効果
があります。コーヒーの出しがらを
乾燥させてから使用してください。

③コーヒーの出しがら
　（吸着効果）

②新聞紙（吸着効果）

次回は、お茶、酢、塩、
重曹を使った消臭方法に
ついてご紹介します。
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おふくろと　思いは一つ　ライフジャケット
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岸
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間
で
素
材
が
活
か
さ
れ
る
も
の
で
す
ね
。

作
っ
て
み
る
価
値
あ
り
で
す
よ
。

（
初
山
別
村
　
白
府
　
美
恵
子
さ
ん
）

　

利
尻
は
３
月
に
入
っ
て
か
ら
流
氷

の
影
響
で
稚
内
、
礼
文
行
き
の
フ
ェ

リ
ー
に
欠
航
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
冬
は
物
心
つ
い
て
か
ら
記
憶
に
あ
り

ま
せ
ん
。
暖
か
い
春
が
来
る
の
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

（
利
尻
富
士
町
　
矢
田
　
あ
や
の
さ
ん
）

　ぎょれんのホームページが、今月か

ら新しいデザイン・内容に生まれ変

わりました。皆さんに「見やすく、わか

りやすく、使いやすい」ことを意識し

て作りましたので、ぜひご覧くださ

い。新生ぎょれんホームページをよろ

しくお願いします。　　　  （編集部）

11pの間違いさがしの答え
　4
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
な
み
ま
る

編
集
部
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
8
月
号
か
ら
2
0
1
2
年
4

月
号
ま
で
、
69
号
の
な
み
ま
る
く
ん
を
無

事
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
、
今
は
浜
の
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
と
安
堵
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。今
後
と
も
な
み
ま
る
く
ん
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
菅
野

　厚
）
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　家の臭いのもとは、灰皿、排水口、冷蔵庫、靴箱、トイレ、生ごみ容器、魚焼きグリルなど、
改めて数えてみると種類も数も多いことに気づきます。

㈱ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！

浜の皆さんから「おうち」の疑問、質問、お悩みを
募集しています。
宛　先：札幌市中央区北3条西7丁目1番地

北海道ぎょれん総務企画部広報担当
F A X：011－242－3543
メール：info@gyoren.or.jp

建築・設計に関するご相談は

㈱ぎょれん設計センター
TEL：011－281－8509

詳しく
取り上げて
行きま～す

身近なもので
家の臭いを
ノックアウト

　現在は、消臭剤がスーパーやホームセンターに並んでいますが、昔からの暮らし
の知恵として、身近なものを使った消臭が行われてきました。今回から2回にわ
たって身近な消臭方法をご紹介します。

①木炭（吸着効果）
　身近な消臭剤の代表格「木炭」に
は、無数の穴（多孔質）構造になっ
ており、臭いのもととなるアンモニ
アや亜硝酸等を吸着します。部屋の
インテリアとしても活用出来ます。

　たたんで生ごみ容器の底などに敷
いておくと、水分を吸着して臭いを
抑える効果があります。

④消毒用エタノール液
（分解効果）
　消毒用エタノールは、タンパク質
を分解しますので、主に臭いのもと
となるタンパク質を分解して消臭効
果があります。スプレー容器に移し
てトイレや生ごみに吹きかけて使用
出来ます。

　焙煎したコーヒー豆の表面は木炭
と同様に多孔質構造で、臭いを吸着
しやすい成分を含んでおり消臭効果
があります。コーヒーの出しがらを
乾燥させてから使用してください。

③コーヒーの出しがら
　（吸着効果）

②新聞紙（吸着効果）

次回は、お茶、酢、塩、
重曹を使った消臭方法に
ついてご紹介します。
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（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター

おふくろと　思いは一つ　ライフジャケット

　
早
朝
と
夕
暮
れ
時
の
漁
港
の
空
気
を

吸
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
一
番
体
に
合

う
よ
う
で
す
。
春
の
息
吹
が
嬉
し
い
岸
壁

に
は
、
刺
し
網
・
エ
ビ
篭
漁
の
準
備
中
で

し
た
。
食
卓
に
魚
料
理
が
あ
れ
ば
何
よ
り

も
あ
り
が
た
い
、
今
年
も
豊
漁
・
豊
作
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
）

　

雪
が
解
け
日
差
し
も
柔
ら
か
く
な

り
、
春
を
感
じ
ま
す
ね
。
震
災
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
復
興
支
援
は

ま
だ
継
続
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し

て
、
が
ん
ば
ろ
う
日
本
。

（
豊
浦
町
　
竹
島
　
暁
子
さ
ん
）

　

流
氷
を
見
て
き
ま
し
た
。
生
で
流

氷
を
見
る
の
は
初
め
て
で
す
。
同
じ
風

景
を
た
っ
た
30
分
経
っ
た
後
に
見
て
み

る
と
、
も
う
変
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
。

自
然
の
力
っ
て
す
ご
い
。

（
初
山
別
村
　
細
野
　
京
子
さ
ん
）

　

ウ
ニ
む
き
の
仕
事
を
辞
め
て
、
今

は
冬
の
間
、
鮭
鱒
の
網
作
り
を
の
ん
び

り
や
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
友
人
と
お
し
ゃ
べ
り
。
で
も
手
だ
け

は
一
生
懸
命
動
か
し
て
休
み
ま
せ
ん
。

（
厚
岸
町
　
近
藤
　
和
子
さ
ん
）

　

道
東
も
３
月
よ
り
ホ
ッ
キ
漁
で
し

た
が
、
思
い
が
け
な
い
流
氷
が
接
岸
し
、

居
座
っ
て
い
る
た
め
海
明
け
が
遠
の
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
く
去
っ
て
欲
し

い
で
す
し
、
寒
い
で
す
。
皆
さ
ん
お
身

体
を
大
切
に
、
風
邪
を
ひ
か
ぬ
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
別
海
町
　
竹
田
　
秀
雄
さ
ん
）

　

３
月
４
日
鹿
部
ホ
タ
テ
祭
り
に

行
っ
て
、
焼
き
ホ
タ
テ
を
食
べ
て
、
ホ

タ
テ
も
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
日

は
天
気
も
良
く
海
も
穏
や
か
で
、
沢
山

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
い
１
日
で
し
た
。

（
北
斗
市
　
福
永
　
謙
一
さ
ん
）

　

春
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一
歩
一
歩
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
寒
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日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
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も
花
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芽
も
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つ
出
て

き
て
い
ま
す
。
早
く
暖
か
く
な
っ
て
海

の
方
も
大
漁
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
北
斗
市
　
山
瀬
　
聡
さ
ん
）
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く
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ゃ
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カ
ニ
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獲
っ
て
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す
。
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ゃ
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茹
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れ
る
毛
ガ
ニ
は
甘
く
て
と
っ
て
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よ
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付
け

て
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っ
ぱ
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カ
ニ
を
獲
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
利
尻
富
士
町
　
矢
田
　
蓮
允
く
ん
）
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入
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、
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に
な
り
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仕
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。
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。
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（
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田
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や
の
さ
ん
）

　ぎょれんのホームページが、今月か

ら新しいデザイン・内容に生まれ変

わりました。皆さんに「見やすく、わか

りやすく、使いやすい」ことを意識し

て作りましたので、ぜひご覧くださ

い。新生ぎょれんホームページをよろ

しくお願いします。　　　  （編集部）

11pの間違いさがしの答え
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の
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、
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浜

の家
庭料理をご紹介

北るもい漁協　　

逢坂　聡美さん

豆腐の甘えびとろみ煮

【作り方】
豆腐はキッチンペーパーに包み、１０分ほど水きりをして３ｃｍ
角に切る。
長ねぎは粗いみじん切りにする。
ブロッコリーは小房に分けてゆでる。
フライパンにサラダ油を熱し、甘えびを炒め、色が変わったらＡ
を加えて煮立て、アクを取り、長ねぎ、豆腐、ブロッコリーを加
えてひと煮する。
塩、こしょう、Ｂの水溶き片栗粉を加えてひと煮し、ごま油をか
ける。

❶

❷
❸
❹

❺

甘
え
び
の
プ
リ
プ
リ
感
が
美
味
し
い

今
回
は「
豆
腐
の
甘
え
び
と
ろ
み
煮
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。甘
え
び
の
殻
つ
き

が
手
に
入
る
よ
う
で
し
た
ら
、殻
を
む
い
て
む
き
身
に
し
て
か
ら
使
い
ま
す
。殻

か
ら
も
だ
し
が
出
ま
す
の
で
、汁
物
な
ど
に
ご
利
用
下
さ
い
。甘
え
び
の
プ
リ

プ
リ
感
が
美
味
し
い一
品
で
す
。

【材料】（4人分）
・甘えびのむき身・・・２５０ｇ
・絹ごし豆腐・・・２丁
・ブロッコリー・・・１/３個
・長ねぎ・・・１/２本
・水・・・１と１/２カップ
・鶏ガラスープの素・・・大さじ１
・片栗粉・・・大さじ１
・水・・・大さじ１

・塩・・・少々
・こしょう・・・少々
・サラダ油・・・大さじ１/２
・ごま油・・・大さじ１/２

甘えびで
つくる

○A

○B
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